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《 長崎新聞　令和 2年 10 月 26 日朝刊より 》
※新聞記事のレイアウトを変更しております。新

聞
掲
載
記
事
よ
り

【
回
答
】
血
液
は
人
工
的
に

つ
く
り
出
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
善
意
の
人
々
か
ら

無
償
で
採
血
に
協
力
し
て

も
ら
う
の
が
「
献
血
」
で
す
。

血
液
は
赤
血
球
、
白
血
球
、

血
小
板
な
ど
の
細
胞
成
分

と
血
漿
（
け
っ
し
ょ
う
）

成
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

▽
病
気
で
十
分
な
血
液
を

つ
く
れ
な
い
▽
手
術
や
け

が
に
よ
る
大
量
の
出
血
で

生
命
に
危
険
が
生
じ
る
▽

血
液
を
固
め
る
タ
ン
パ
ク

質
（
凝
固
因
子
）
が
足
り

な
い
－ 

と
い
っ
た
時
に
使

用
す
る
血
液
製
剤
が
、
献

血
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

献
血
は
16
歳
か
ら
69
歳

ま
で
（
65
歳
以
上
は
一
定

の
条
件
付
き
）
の
健
康
な

人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
可
能

で
す
が
、
献
血
者
の
健
康

を
守
る
た
め
に
多
く
の
基

準
（
体
重
、
血
圧
、
血
色

素
量
な
ど
）
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
安
全

な
血
液
製
剤
を
供
給
す
る

た
め
に
、
検
診
医
が
採
血

前
に
日
常
生
活
や
病
歴
、

服
薬
歴
な
ど
を
詳
細
に
聴

取
し
、
提
供
さ
れ
た
血
液

の
輸
血
適
否
の
検
査
を
行

い
ま
す
。
献
血
者
に
は
健

康
管
理
の
た
め
血
液
計
数

検
査
（
赤
血
球
数
な
ど
）

や
生
化
学
検
査
（
肝
機
能

な
ど
）
の
結
果
を
後
日
、

希
望
者
全
員
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　

全
血
献
血
に
は
2
0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
（
16

歳
か
ら
）
と
4
0
0
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
（
男
性
17

歳
か
ら
、
女
性
18
歳
か
ら
）

が
あ
り
ま
す
。
供
給
血
液

の
不
足
を
補
い
、
安
全
な

輸
血
を
行
う
観
点
か
ら
原

則
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
血
液
成
分

分
離
装
置
を
用
い
て
血
漿

や
血
小
板
だ
け
を
分
離
し
、

赤
血
球
等
の
成
分
は
体
内

に
戻
す
成
分
献
血
（
18
歳

か
ら
） 

も
あ
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
長
崎
市
浜
町

（
献
血
ル
ー
ム
は
ま
の
ま

ち
）、佐
世
保
市
上
京
町
（
献

血
ル
ー
ム
西
海
）
の
2
カ

所
に
常
設
の
献
血
ル
ー
ム

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か

ら
献
血
バ
ス
が
配
車
さ
れ
、

県
内
各
地
で
採
血
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
配
車

場
所
や
時
間
帯
な
ど
は
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

全
国
で
1
日
約
3
千
人

が
輸
血
を
必
要
と
し
て
お

り
、
1
日
約
1
万
3
千
人

の
献
血
者
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
な

ど
の
影
響
で
10
～
30
歳
代

は
次
第
に
減
少
し
、
最
近

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
医

療
に
重
大
な
影
響
が
出
か

ね
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
献
血
ウ
ェ

ブ
会
員
サ
ー
ビ
ス
「
ラ
ブ

ラ
ッ
ド
」
が
開
設
さ
れ
て

お
り
、
登
録
す
る
と
献
血

ル
ー
ム
な
ど
で
の
献
血
の

事
前
予
約
や
、
検
査
成
績

の
速
や
か
な
参
照
な
ど
が

可
能
で
す
。
血
液
製
剤
の

安
定
供
給
に
は
特
に
、
質

問
者
の
よ
う
な
若
い
世
代

の
協
力
が
必
要
で
す
。
関

係
機
関
が
協
力
し
て
10
代

の
献
血
啓
発
も
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。�

（
県
医
師
会
）

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

この欄では県医師会が医療制度全般の質問
にお答えします。質問希望の方は知りたい

内容を分かりやすくまとめ、〒852－8601、長崎市茂里町3の1、長崎新
聞社生活文化部「医療制度Q＆A」係までお送りください。不明な点を
お聞きする場合がありますので住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明
記してください。なお、直接本人への回答はいたしません。

献
血
の
仕
方

1616
歳
か
ら

歳
か
ら
6969
歳
ま
で
可
能

歳
ま
で
可
能
安
定
供
給
へ

若
者
の
協
力
を

【
質
問
】
献
血
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

（ 

16
歳
、
高
校
生
）

質問をどうぞ




